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1-1.ASEAN諸国と日本

密接

国境を越えた
生産ネット
ワーク

日中関係の
影響

特許調査の必要性

4

2013年
日本企業投資額：過去最高
日本企業からの注目度【高】

新興国における特許
調査は困難！！

ＢＵＴ！！



できるだけ
網羅的に

調査するには？

1-2.ASEAN諸国の特許調査が困難な理由

①特許情報の未整備

・法制度が整っていない

・データベースが整っていない

・特許分類の付与が不十分

キーワード検索が
欠かせない！！

調査するには？
・特許分類の付与が不十分

②言語の障壁

・特許公報の言語が、馴染み
のある言語（英語・中国語
等）ではない場合が多い
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1-3.本研究の目的

• ＩＰＣ付与が不十分であり、英語収録がされていない
新興国で、テクニカルタームがどのように使われて
いるのか検証する。

• 新興国においてテクニカルタームを網羅的且つ効
率的に収集できる方法を体系化し、提案する。率的に収集できる方法を体系化し、提案する。

検証方法：

「半導体」という言葉について、タイ語・ベトナム語・
インドネシア語におけるテクニカルタームを調べる。
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2-1.３つのアプローチ方法について

３つのアプローチ

（１）言語からのアプローチ

（２）分類からのアプローチ

（３）ファミリーからのアプローチ（３）ファミリーからのアプローチ

特許分類付与が不十分
⇒（１）～（３）の方法を組み合わせて検証する必要性あり
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2-2-1.言語からのアプローチについて

①-1 日本語→機械翻訳で対象言語に変換
①-2英語→機械翻訳で対象言語に変換
② 各国特許庁ＤＢまたは原語収録している商用DB
でキーワード検索（タイトル+要約）

③ ヒット公報の内容を読む（機械翻訳で変換）③ ヒット公報の内容を読む（機械翻訳で変換）

（-）機械翻訳で変換される言い方以外の言葉に気付きにくい
（-）機械翻訳の正確性に左右される
（-）データベースの仕様によって結果が変わる
（+）該当分類(IPC)調査の参考になる
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2-2-2.言語からのアプローチによる収集結果

・タイ語「คร่ึงสื่อ 」は公報ヒット件数0
件
・ベトナム語、インドネシア語は共に1通り
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2-3-1.分類からのアプローチについて

① 対象国特許庁ＤＢ、または対象国対応の商用ＤＢ

で分類検索

② ヒット公報の内容を読む（機械翻訳で変換）

（-）分類を正確に付与されている公報が少ない
（付与自体されていない公報もあり）

（-）上位の分類で検索すると、ノイズが増えてしまい検証しにくい
（+）ノイズがあるとはいえ、比較的近い技術分野のものが拾える
（+）「言語からのアプローチ」では見つけられなかった言葉が
見つかる可能性がある
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2-3-2.分類からのアプローチによる収集結果

・タイ語はH01L21の172件中31件
・ベトナム語はH01L21の35件中7件
・インドネシア語はH01L21の105件中7件
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2-4-1.ファミリーからのアプローチについて

①対象国を収録し、且つファミリーを検索できる特許データベース
を使用し、国コードを対象国に指定、該当ＩＰＣを入力する

②ヒット公報のファミリーのうち対象国の公報番号を抽出

③各国特許庁ＤＢまたは原語収録している商用ＤＢで、

番号を検索、ヒット公報の内容を読み、該当する言葉を抽出

（機械翻訳で変換）

（-）公報番号の表記方法がデータベース毎に異なることがある
（-）特許庁ＤＢで１件ずつ公報を検索するため時間がかかる
（-）国や商用データベースによって、ファミリーの収録率が異なる
（+）求めている技術分野がヒットしやすく、ノイズが少ない
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2-3-2.分類からのアプローチによる収集結果

・収集した言葉を再度各国特許庁データベースで

検索してもヒットしない場合あり（特許庁ＤＢの
キーワード検索機能に問題がある可能性）
・（１）や（２）のアプローチ方法では見つからない
言葉を収集できる 14



2-5.３つのアプローチ方法による収集結果

３つのアプローチ方法すべ
てで抽出できるものは、
使用頻度が高い

（一般的な言葉と推察）

ヒット件数の多い言葉が、
どのアプローチ方法でも
抽出できるとは
限らない
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表記パターンが多いが、

表記揺れ等の問題から、
更に増える可能性あり

2-5.３つのアプローチ方法による収集結果

公報収録の問題（文字
化け等）から、この表記
以外にも存在する可能

性あり

複合語は、「-」や空白が
ある等、複数の表記パ

ターンあり
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3.まとめ

Ａ
Ａ´
Ｃ´

Ｄ
Ｅ

？

（１）言語から

網羅的：３つのアプローチを
組み合わせることで、なる
べく漏れを少なくする

Ｂ´
Ｂ´´

Ｂ
Ｃ´´

Ｃ

？ ？
？

網羅的・効率的に収集

効率的：３つのアプローチを
順番に行っていく。やみくも

に収集しない。
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3.まとめ

Ａ
Ａ´
Ｃ´

Ｄ
Ｅ

？

（１）言語から
どの機械翻訳・辞書ツール

を使用するか

どのＩＰＣを使用するか

（１）言語から

（２）分類から

Ｂ´
Ｂ´´

Ｂ
Ｃ´´

Ｃ

？ ？
？

どのＩＰＣを使用するか

どの商用データベース（ファ
ミリー）を使用するか

（３）ファミリーから

（留意点）３つの選択により、その網羅性や作業効率には変化が生じる
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